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A 112
食餌 タンパ クt 運動 の脂質代謝 および血小枝 凝集能に及ぽｰす影瘤
日本女`大家玖　O 夕田彰子　 田中十寺-5-　野脂幸久

食　物　57

目的　如 脈石更水丿在 と｡食事およx/理動 ＼む勤 関係&  ^ 1 るi  い^  SI 知 のi 乙r  あI) , 最迫

は特i乙、u 紙硬北征 の発生病理Iこおける血ふ板(乃役割 幻主目包れてS. だ。４こで有 々は、

血/iヽ放 凝隻能にノ叉ば寸大豆タンj＼° 7 および歪勧り影響につい-x検 討I  ち｡。

カタ去　生後^- 固令りST) 糸雄 ラット%･ わぜインクノパフ群 と｡大豆タンパク群 に分け, 乞

らにそ畝ぞれｔ運動群、非運動群にタ け,    28日聞喰りI    だ。運動 は回転トごラA  り ついた£

動 ケージ ギ白由還動七せ仁-。飼料中r, タンパクレA ハ/はZO ％で、コレステロ-  JレO. 5   % ■

コ ー･レ眺 ナト リウムり25  %  を添 但 I た。飼 有終T,隻、14 ～･6時間絶食包せ｡、エー子'K麻、

酔 下で心ヽ瞼よ･)採血ヒ 肝臓、心臓、捧腹協、陥肪組織 乞摘出し皇量 屯刺史した。血靖 コ

V  ステロ-  Iレ、 い) グ') t ライト 、肝ユレステD    - /レ、ト リグリt ライ（ 粗 脂肪の測起
ｔ 行, た、血､1､放襲象能i53orn  り%  汰1- よ') AV?  液鬼t 、ニ光バイオサイェ ンス牡(り/いz

ト レ-  ■*)■ - 包削いで 則虻｜ 仁。

秘 果　血-:i コレステD    - /ﾚは、大豆タンノマツ群 のほうかいtz." A ンタンA" タ群X  り有恵に

仙 下に(v<o.os) 、i. た.   カゼインタンA" ク群、大豆タンA" ク群 とも屋動群 は非逐齢群 ぶ')

も伍 人な る傾 向 乞示I  旅。肝コレステり-  ;レ。トリグジ七ライト、粗 脂肪は、大豆タンパ

ク群､きカビ インタンi＼'ク群i  ) もｲ氏値t 示-?頑向K 認あ ふれ≒ 大瓦タンパ､ク群 では肝ト

ひグリ 乙ラA    ト 乙魅 脂肪に払ヽぺ、遂動群は幽 運動 料より 有意'--低値乞示I  f--(?くo､05)。

血 小放凝鬼能は、大豆 タン川ワ群はヤぜインタンノり 群 ぶ')ｲなくな ら傾 向にあ。仁州if-

齢I- d: % 一定り傾向は認a?) 柏比々し だ。

A 113 鶏 肝．`腹 腔 脂 肪の ｝') グ ＼)   セI)　ド 内 脂 肪 酸 分･布r 及 ぼ す外万因 性 脂 肪 酸 の影 響

桐 丘 短.大 食 物　 ○ 栄　　昭 博・ 関 崎 悦’子・ 橋 本:ま さ’子・ 関 崎　 仁`

目 的：　演 者 ら は34 回 大 会K   おIP て 外 因 性 脂‾肪 酸 の 卵 黄`･it'質･K Tお･i   ぼ す 影 響 を･検 一討 し 、一食 餌

性 必 須 脂 肪'酸 が'卵 黄ｒ 移一行 す る可･能 性を 示 唆 し た ．　さ'ら なこ'関 崎 は.卵 黄 ト リ グ リ セ リ　ド( T })

内 の 脂 肪'酸 分一布 が 食 餌 性` 不 飽 和脂 肪'酸 の配 位 にi. っ てﾌ変'動･す る'C と を 一報 告し て'い.る ．　そ こ

で 本I実'験 では 卵 黄 中 の必 須･脂 肪 酸 の 蓄積 機 構を 明 ら か に-す る た めの 第‘｜ 段備 と し て 外因 性

脂 肪 酸 に よ る 鶏 の 肝'お よIf 腹 腔 脂 肪 に おけyるT     0 内 脂 肪･酸 分 布` 状･態if よ び そ の立 体.Sc 位 を

経一時 的 に 検 討 し た の でこ こ に 報告 す る ．　　方'法：　ロ ッ ク・ホ ー ン 種 の 産'鶏 卵にI Idpia freeとn

Ct8:2 、II  C|8:3 、W C|8: に　V in 混 合 一の 各 脂 肪酸* 添 加 し た半 精'製‘飼 料 を28 日'間 給一与≒し た一後ヽ

き ら にiipld free飼 料 を20 日 間 給与 し 経'時 的 に 肝お よ び'腹 腔 脂 肪 を 採'取 し て供 試.料'と し．たo     TO

の 分 離･抽 出H: 前報r 準 じ、、 得 ら れ だTO よ り2- モーノ グ'リ セ リ　ド(2-*})を 評 ‾り ノぐ ー ゼ` 水 解 法'で 分

離 し た ． こ のT0,2 －Ma, の 脂 肪 酸 組 成.を 求 め、｜.3-raiidoni,2－raiidom分一布 理 論 に‘基'づ きTO 内 脂 肪 酸

分 布 を 求 め た ．　　　　　　 結 果:　 脂 肪 酸 飼'料 給 与 後28 日 目'の 肝if   i   び 腹'腔 脂 肪 の Ｉ区 で'は

2一位 置 忙不 砲 和 脂 肪 酸 、|.3-位 置K   は 飽 和` 脂 肪 酸が 多 く 分'布 す る 傾l≪i  に あ っ た ．　肝 にif  い て

n 区 で はI 区 に 比 較 し て2－位'置 のC|8:I が 喊 しC|8:2, C20:4 が 顕 著'に 増'加 し た、．　皿区 で は2 一位

置 のC|8:| が 滅 少 し|.3-一位 置のC|8:3   が 顕 曹 忙増 加 し た．　Ⅳ区 で はI 区 と ほ 蔭 同‘様 ■ft TO 組 成 を 示

し た ． 腹 腔‐ 肪で は 、tl Ⅳ 区 で 肝 と ほ 蔭 同'様*  咳 動 を示 し た が、 そ の 変 動 割 合は 肝 よ り*

小 さ か っ たo　 ま たヽ 脂 肪 酸飼 料 かｰらLlpid free飼料 へ 転 換 後･|0,20 1日 目 の 肝T     Q 組 成 一は Ⅱ区 で は

2- 位 置 のC|8:2 が 時 間 の経 過 に 伴 い 減 少 し 、C|8:|   が 増 加 し た 。I   区 で は｜.3-位 置'のC|8:3 が 滅 少

し 、2-位 置C|8:| が 増 加 し た ．　こ れｒ 対 し 腹 腔 脂 肪のTO 組 成 は 経 時 的 が 変 動 が齢められな かった．


